
敵
国
の
人
間
で
も
、
あ
の
食
糧
で
あ
の
よ
う
な
重
労
働
を
し
て

と
哀
れ
ん
で
逃
が
し
て
く
れ
た
も
の
と
思
う
。
生
き
て
故
郷
の

土
を
踏
む
ま
で
は
と
耐
え
に
耐
え
て
昭
和
二
十
三
年
五
月
十
五

日
、
舞
鶴
に
上
陸
し
た
と
き
の
感
激
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

紙
の
な
い
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
苦
難
　 

千
葉
県
　
斎
藤
明
　 

一
、
ラ
ー
ダ
ー
収
容
所
（
モ
ス
ク
ワ
東
南
約
二
百
キ
ロ
・

北
緯
約
五
十
三
度
）

昭
和
二
十
年
十
一
月
六
日
、
牡
丹
江
の
仮
収
容
所
を
出
発
、

同
年
十
二
月
一
日
、
タ
ン
ボ
フ
市
の
近
く
に
あ
る
ラ
ー
ダ
ー
と

云
う
小
さ
な
町
の
収
容
所
に
着
い
た
。
約
一
か
月
間
の
有
蓋
貨

車
輸
送
で
あ
る
。

(1)

　
収
容
所

収
容
所
は
松
林
の
中
で
兵
舎
の
よ
う
に
見
え
た
。
建
物
の
周

囲
は
有
刺
鉄
線
で
囲
ま
れ
、
所
々
に
望
楼
が
あ
り
、
ソ
連
兵
が

監
視
し
て
い
る
。
建
物
は
半
地
下
に
な
っ
て
お
り
、
入
口
か
ら

階
段
で
中
に
降
り
て
行
く
。
地
上
に
露
出
し
て
い
る
の
は
一

メ
ー
ト
ル
程
の
高
さ
の
屋
根
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
屋
根
は
板

葺
き
で
室
内
は
う
す
暗
い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
天
井
に
明
か
り
窓

が
あ
る
が
、
燈
火
が
な
く
て
は
思
い
切
っ
て
歩
け
な
い
。
中
央

が
通
路
に
な
っ
て
い
て
、
両
側
を
上
下
二
段
に
板
で
仕
切
っ
て

あ
る
。

北
欧
の
十
二
月
は
特
に
夜
が
長
い
。
太
陽
は
午
前
十
一
時
頃

出
て
、
午
後
三
時
頃
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
前
後
二
時
間
位
は

白
夜
と
云
っ
て
明
る
い
時
間
が
あ
る
だ
け
だ
。
こ
ん
な
建
物
に

二
百
人
ず
つ
五
棟
に
分
宿
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
収
容
所
隣
に
は
ド
イ
ツ
軍
将
校
が
有
刺
鉄
線
の
柵
を
隔

て
て
収
容
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
出
来
る
人
は
朝
夕
柵
越
し
に

話
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

(2)

　
日
課

一
日
の
日
課
は
朝
八
時
頃
（
ま
だ
薄
暗
い
）
の
点
呼
か
ら
始

ま
る
。
屋
外
の
雪
の
中
に
整
列
し
て
「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す

（
ソ
連
語
で
）

」
の
挨
拶
と
人
員
の
点
検
で
終
わ
る
。
洗
面
は
雪

で
顔
を
こ
す
る
程
度
。
食
事
は
黒
パ
ン
で
一
日
分
三
百
七
十
グ

ラ
ム
。
そ
れ
に
少
々
の
砂
糖
と
紅
茶
（
葉
だ
け
）

。
外
に
毎
食
毎



に
「
カ
ー
シ
ャ
」
と
称
す
る
も
の
が
出
た
。
こ
れ
は
肉
（
主
と

し
て
モ
ツ
）
と
穀
類
、（
コ
ー
リ
ャ
ン
、
ピ
ー
ス
な
ど
）
と
野
菜

（
主
と
し
て
馬
鈴
薯
）
の
煮
込
み
ス
ー
プ
だ
け
で
あ
る
。

毎
日
の
作
業
と
し
て
、
薪
取
り
、
水
汲
み
、
建
物
周
囲
の
清

掃
、
雪
か
き
等
が
あ
っ
た
。
極
寒
地
帯
で
薪
炭
が
無
い
と
一
日

も
生
活
が
出
来
な
い
。
毎
朝
隊
列
を
整
え
ソ
連
兵
に
警
護
さ
れ

て
五
キ
ロ
、
十
キ
ロ
の
雪
道
を
森
林
の
中
ま
で
徒
歩
で
枯
れ
木

や
生
木
を
取
り
に
行
っ
た
。
か
つ
い
だ
り
、
縄
で
肩
に
か
け
た

り
し
て
引
っ
張
っ
て
歩
く
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
長
い
行
列
と

な
っ
た
。

日
常
の
中
で
困
っ
た
の
は
便
所
で
、
第
一
に
建
物
か
ら
五
十

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
所
に
あ
る
の
で
、
昼
間
は
と
も
か
く
、

夜
は
す
っ
か
り
体
が
冷
え
き
っ
て
し
ま
う
。
な
お
大
便
の
場
合

は
紙
が
な
い
の
で
、
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
が
あ
る
間
は
ど
う
や

ら
間
に
合
っ
た
が
、
そ
れ
が
尽
き
る
と
皆
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

通
訳
を
通
じ
て
古
雑
誌
な
り
古
新
聞
の
支
給
を
申
し
出
た
が

「
生
活
の
必
需
品
で
は
な
い
」
と
云
う
こ
と
で
つ
い
に
帰
国
ま

で
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
夏
の
間
は
ま
だ
よ
か
っ
た
。

作
業
途
中
な
ど
で
紙
代
用
の
植
物
の
葉
を
も
っ
て
間
に
合
わ
せ

た
か
ら
で
あ
る
。
便
所
の
形
式
は
大
き
な
部
屋
（
板
敷
き
）
に

一
定
の
距
離
間
隔
を
お
い
て
直
径
二
十
五
セ
ン
チ
位
の
円
い
穴

が
十
数
個
な
ら
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
個
人
別
の
し
き
り

な
し
」
で
あ
る
。
後
に
な
っ
て
幾
分
精
神
的
な
余
裕
が
出
た
頃

五
人
抜
き
相
撲
と
か
け
て
何
と
解
く
。

ソ
連
の
便
所
と
解
く
。

そ
の
心
は
。
し
き
り
な
し
。

と
や
ら
か
し
た
者
も
い
た
。

ま
た
、
こ
れ
は
収
容
所
が
他
地
区
に
変
わ
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
が
、
私
は
あ
る
時
一
週
間
位
の
間
、
毎
日
洗
濯
を
や
ら

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
が
収
容
所
関
係
の
ソ
連
下
士
官
ク
ラ
ス

の
下
着
の
洗
濯
で
チ
リ
紙
を
使
用
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
事
実

を
発
見
し
て
、
な
る
ほ
ど
生
活
必
需
品
で
は
な
い
と
思
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

(3)

　
入
浴
と
シ
ラ
ミ
退
治

一
週
間
に
一
回
、
入
浴
と
消
毒
が
行
わ
れ
た
。
入
浴
と
い
っ

て
も
暖
房
し
て
あ
る
浴
室
で
洗
面
器
大
の
桶
に
一
杯
だ
け
の
湯

を
配
給
さ
れ
て
、
こ
れ
で
体
全
体
を
洗
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時

脱
い
だ
衣
服
を
全
部
消
毒
室
で
熱
気
に
よ
る
消
毒
を
行
う
の
で



あ
る
。
目
的
は
、
シ
ラ
ミ
が
よ
く
発
生
す
る
の
で
こ
の
退
治
と

乾
燥
消
毒
で
あ
る
。
ま
た
毎
月
一
回
身
体
検
査
が
行
わ
れ
た
。

医
務
室
で
裸
に
な
り
白
衣
の
婦
人
（
看
護
婦
か
女
医
）
に
臀
部

を
見
せ
る
。
尻
の
肉
を
さ
わ
っ
て
み
て
栄
養
状
態
の
良
否
を
判

定
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
機
会
に
陰
部
の
毛
を
き
れ
い
に

剃
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。（
毛
ジ
ラ
ミ
予
防
）

(4)

　
日
本
新
聞
と
身
上
調
査

毎
月
一
回
、
日
本
新
聞
と
云
う
一
枚
紙
（
現
大
新
聞
の
四
分

の
一
位
の
大
き
さ
）
が
四
～
五
人
に
一
枚
位
の
割
合
で
配
布
さ

れ
た
。
内
容
は
日
本
語
版
で
、
当
時
の
内
地
の
現
状
と
世
界
情

勢
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
ソ
連
の
意
図
は
赤
化
教
育
の
一
環
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
読
み
終
わ
っ
た
新
聞
紙
は
小
さ

く
切
っ
て
煙
草
の
巻
紙
に
使
わ
れ
た
。
便
所
ま
で
は
と
て
も
回

り
切
れ
な
い
。

収
容
さ
れ
て
一
段
落
し
た
頃
、
全
員
に
つ
い
て
身
上
調
査
が

行
わ
れ
た
。
一
人
ず
つ
ソ
連
調
査
官
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
て
、

階
級
、
氏
名
、
所
属
部
隊
、
職
名
等
が
聞
か
れ
る
。
先
方
で
は

予
め
準
備
し
て
あ
っ
た
日
本
軍
の
部
隊
編
成
表
に
基
づ
い
て
確

認
し
、
必
要
事
項
を
聞
い
て
い
た
。
こ
の
調
査
で
戦
犯
関
係
者

も
出
た
こ
と
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
幹
部
教
育
隊
所
属
だ
っ
た
だ

け
に
調
査
は
簡
単
で
あ
っ
た
。

二
、
エ
ラ
ブ
カ
収
容
所
（
モ
ス
ク
ワ
東
方
約
六
百
キ
ロ
、

北
緯
約
五
十
度
）

ラ
ー
ダ
ー
収
容
所
で
一
冬
を
越
し
多
少
生
活
に
慣
れ
た
頃
、

次
の
収
容
所
へ
の
移
転
と
な
っ
た
。
各
自
手
製
の
リ
ュ
ッ
ク
を

担
ぎ
昭
和
二
十
一
年
七
月
十
八
日
ラ
ー
ダ
ー
を
後
に
し
た
。
途

中
徒
歩
行
軍
・
貨
物
列
車
・
徒
歩
行
軍
と
重
ね
て
カ
マ
河
（
ボ

ル
ガ
河
支
流
）
に
近
い
エ
ラ
ブ
カ
に
移
っ
た
。（
所
要
日
数
十

日
位
）

こ
の
収
容
所
は
洞
窟
式
地
下
施
設
と
は
異
な
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
の
普
通
の
建
物
で
Ａ
・
Ｂ
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

最
初
Ｂ
収
容
所
に
入
り
、
本
格
的
な
労
働
作
業
が
始
ま
っ
た
。

主
な
る
作
業
は
、
農
耕
・
森
林
伐
採
・
同
運
搬
・
鉄
道
建
設

（
路
盤
工
事
）・
工
場
内
の
雑
役
等
で
あ
っ
た
。
作
業
に
よ
り

百
人
・
二
百
人
位
が
一
団
と
な
っ
て
近
隣
地
区
に
派
遣
さ
れ
る

と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
収
容
所
の
出
入
り
は
非
常
に
厳
格
で

相
当
の
時
間
を
要
し
た
。
五
列
縦
隊
に
し
て
下
士
官
ク
ラ
ス
が

数
え
る
の
で
あ
る
が
、
算
数
的
能
力
が
低
く
容
易
で
は
な
い
。



い
じ
悪
く
時
々
列
を
乱
し
て
困
ら
せ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

抑
留
中
唯
一
回
だ
け
労
働
賃
金
と
し
て
十
ル
ー
ブ
ル
貰
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
何
に
使
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
が
一
部
持
ち

帰
っ
て
記
念
に
と
っ
て
あ
る
。

日
常
の
収
容
所
内
の
生
活
は
ラ
ー
ダ
ー
と
大
体
同
じ
で
あ
り
、

一
番
困
っ
た
便
所
も
ま
た
別
棟
に
離
れ
て
築
か
れ
た
掘
っ
立
て

小
屋
で
吹
き
流
し
、
寒
冷
は
身
に
し
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。

か
く
て
昭
和
二
十
二
年
十
月
、
Ａ
収
容
所
に
移
り
、
同
月
末

帰
国
の
為
エ
ラ
ブ
カ
を
去
る
。

凍
土
に
眠
る
戦
友
を
悼
む
　 

滋
賀
県
　
陌
間
政
雄
　 

聞
き
手
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
邪
魔
し
ま
し
て
恐

縮
に
存
じ
ま
す
。
早
速
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
入
ソ
ま
で
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
、
抑
留
中
体
験
さ
れ
、
帰
国

さ
れ
る
ま
で
、
お
話
し
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

陌
間
　
陌
間
で
す
。
私
は
昭
和
十
八
年
一
月
学
校
卒
業
後
、

満
州
車
両
㈱
へ
入
社
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
十
一
月
徴
兵
検

査
を
受
け
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
日
公
主
嶺
機
動
第
一
連
隊

（
七
五
〇
部
隊
）
第
二
五
二
二
二
部
隊
へ
入
営
、
昭
和
二
十
年

七
月
二
十
九
日
、
南
東
満
国
境
線
配
備
、
敦
化
を
経
て
鏡
泊
湖

山
岳
陣
営
に
つ
い
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、

終
戦
の
詔
勅
を
陣
営
で
聞
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
六
日
、
吉
林
機
動
兵
舎
第
二
連
隊
で
武

装
解
除
を
受
け
た
。

八
月
二
十
五
日
、
ソ
連
軍
指
揮
に
よ
り
、
敦
化
飛
行
場
へ
集

結
、
千
名
単
位
の
編
成
で
集
団
を
結
成
さ
せ
ら
れ
た
。
八
月
二

十
六
日
、
関
東
軍
か
ら
の
略
奪
物
資
（
兵
器
、
医
療
用
器
具
、

薬
剤
、
食
糧
、
被
服
等
）
の
貨
車
積
み
込
み
作
業
に
二
十
日
間

程
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
十
六
日
、
敦
化
駅
で
乗
車
、
ダ
モ
イ
だ
と

言
わ
れ
て
出
発
、
九
月
十
八
日
ハ
ル
ピ
ン
駅
で
貨
物
車
に
乗
り

換
え
、
九
月
二
十
日
入
ソ
、
こ
の
間
の
食
事
は
カ
ン
メ
ン
パ
ン

で
過
ご
し
た
。
十
月
三
日
、
ア
ル
タ
イ
地
方
ロ
ス
ト
フ
カ
第
一

収
容
所
へ
入
所
、
約
千
名
単
位
で
あ
っ
た
。

入
所
以
来
約
一
か
月
間
、
大
根
の
千
切
り
干
し
が
常
食
で
あ




